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論 文 の 内 容 の 要 旨

薬用植物は｢薬物や治療剤の範疇に入る特性や薬効を保持し,薬用に用いる植物群｣と

定義されており,植物の各器官,組織を煎じて抽出したエキスや種々の天然物は伝統的な

医薬品の主な成分や現代医学の多くの重要な活性成分で構成されている.

バングラデシュでは,各種疾病の予防･治療に今なお伝承的な薬用植物が繁用されてお

り,薬効に関する生化学的な研究は皆無である.

本論文は現在バングラデシュで日常的に使用されている代表的な薬用植物の薬理作用を

生化学的に解明すること,及び機能性食品の素材となりえることを証明する目的で,研究

がなされた.15種類の材料を現地で採集し,乾燥物を用心､て以下の実験を実施した.

1)活性酸素除去能:ガンをはじめ活性酸素が原因の疾病は多く知られており,まず,

活性酸素除去能を謝定することが妥当であり,チトクロームC法とNB甘法の両者を

駆使して,15種類すべての活性酸素除去能を測定した.抽出方法にも工夫が見ら

れ,5種類の有機溶媒を単独または混合して用い,粗抽出物を測定した結果,顕著

な除去能を示した植物としては,且臆血&均£血塊Z励丘あJは

脇血血ぬであり,中でも且政血曲めIC5｡値は13.2〟針山●であった･

2)プロリルエンドペプチダーゼ(路してPEP)~の活性阻害能:酵素PEPは健常人の脳

内に通常存在しており,脳機能を正常に保たせている各種ペプチドのバランスの維

持に役立っているが,アルツハイマー型痴呆症の患者の脳内にはPEPの量が異常に

多く,各種有用ペプチドを必要以上に切断することにより,脳機能が撹乱される結
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果痴呆症状が発現される,という説がある∴したがって,もしPEPの活性を抑制す

ることができれば,アルツハイマー型痴呆症の予防･回復につながる可能性がある.

飽和ムae血皿飢吻甲∠女王上皿由来のPEPを用いて,Z-Gけヤro-pNAを･基質に

し,阻害能を測定した結果,最も阻害能が高かった植物は点d数血aおであり,そ

のIC5｡催は26.1J上釘mlであった.順次αβ皿ぬ刀α喝A丈皿a血血∫克ちP

月昭卿∽ロ,月血句㌍〟かに高い阻害能が観察された.

3)チロシナーゼ阻害能:チロシナーゼは銅を含む多機能酵素であり,細菌,動植物組

織中に点く分布しており,肌のシミ,しばかす,皮膚ガンなどを誘発するメラニン

色素の産生に深く関与している酵素である.チロシナーゼの活性阻害能を測定した

結果,一番阻害活性が高かったのはαgね血虞IC5｡=21.2〟かmDであり,順次

ぷ血均αβ皿血鱒,月如月加如であった.

活性物質の構造決定も機器分析を駆使して行っている.限られた材料および活性試験はで

あるが,バングラデシュで繁用されている薬用植物の薬効がはじめて明らかになったこと

と,薬用植物の使用に重要な指針を与える貴重なデータを提供するとともに,本研究が今

後の医薬および機能性食品の発展に大きく寄与するものと確信している.

審 査 結 果 の 要
__旨

バングラデシュでは,現在までに5PO種類以上の薬用植物が登録されて鱒り,多くの疾病の

治療に使用されている.しかし,これらの薬用植物の使用は伝承的で経験に基づいており,殆ん

どの場合薬理学的な根拠がない.

本論文はバングラデシュ原産薬角植物の薬理効果の生化学的な裏付けを探求するとともに,機

能性食品の素材としての有用性を評価している.

各種疾病の治療に繁用される薬用植物15種類を母国で採集し,それらを材料にして,1)活

性酸素除去能,2)プロジルエンドペプチダーゼの活性阻害能,3)チロシナーゼの活性阻害能

を中心に精力的に検討している.

その結果,1)各種疾病の直接の原因とされる活性酸素の除去能が顕著な薬用植物として,

且血砲且血塊Z血塊Jは皿β血由血を特定している.その中, 特に活性

の高かったのは,且α広血ほ鮎(IC50=13.2〃g血心であった.2)プロリルエンドペプチダーゼ

(賂してPEP)･はアルツハイマー型痴呆症の患者の脳内に異常に多く存在しており,脳内の脳

機能の正常化を維持するペプチドを必要以上に切断して脳機能を撹乱する酵素であり,′

PEPの活性を阻害するとアルツハイマー型痴呆症の予防･改善につながる可能性が指摘されて

いる.本研究で,‡堰瀞の阻害活性が顕著な植物として.且β必虚血払(ユ創胱痛烈m喝

必皿a血由血,月刀叫夢Ⅶ喝月血gび皿であり,特に,且励a血■のIC5｡値は26.1〃離山で

あった.3)皮膚のシミ,そばかす等の生成に深く関与.しているチロシナーゼの活性阻害能を測

定した結果,.高い阻害能を有する薬用植物としてdg血血笥,且d由晩αa皿血刀U皿,月

血癖喝月如が挙げられる.特に高かったの.は,αg血加(IC50瑠1.餌g血止)であった･
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一部の材料に関しては活性物質の構造決定もなされており,また効果的な抽出方法も確立して

いる.

今回の知見はバングラデシュ薬用植物を用いる各種疾病の治療の際の重要な指針を提供する

とともに,機能性食品の素材としての有用性を評価している.

以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論文として

十分価値あるものと認めた.
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